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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第33期

中間連結会計期間
第34期

中間連結会計期間
第33期

会計期間
自 2024年２月１日
至 2024年７月31日

自 2025年２月１日
至 2025年７月31日

自 2024年２月１日
至 2025年１月31日

売上高 (千円) 3,366,193 3,973,783 7,263,470

経常利益 (千円) 896,559 1,294,914 2,049,886

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 602,371 889,213 1,414,109

中間包括利益又は包括利益 (千円) 631,552 866,896 1,451,286

純資産額 (千円) 5,689,299 6,835,691 6,313,886

総資産額 (千円) 8,236,420 9,849,077 9,240,361

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 42.49 63.53 100.41

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 42.40 63.42 100.20

自己資本比率 (％) 69.0 69.3 68.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 937,271 1,173,393 2,061,766

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △361,243 △188,713 △452,864

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △1,292,231 △362,994 △1,488,279

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 4,532,245 5,985,933 5,379,660
 

(注)　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお
りません。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、連結子会社DELCUI Inc.の事業内容については当面の間、当社の開発外注先としての重要性が高まることが見

込まれるため、従来「海外事業」セグメントに含めていた業績を当中間連結会計期間より「ソフトウエア事業」セグ

メントに含める方法に変更しております。

報告セグメントの算定方法の変更の詳細につきましては、「第４　経理の状況　１　中間連結財務諸表　注記事

項　(セグメント情報等)２.報告セグメントの変更等に関する事項」をご覧ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
　（１）経営成績の状況

　当中間連結会計期間における我が国の経済は、企業収益及び雇用・所得環境が改善する下で、景気は緩やかに回

復基調で推移いたしました。景気の先行きについては、緩やかな回復が継続していくことが期待されますが、米国

の通商政策、物価上昇の継続や金融資本市場の変動等の影響には引き続き注意が必要な状況となっております。

　当社グループが属するIT業界におきましては、ソフトウエア投資は増加傾向が続き、企業収益の改善や人手不足

等を背景に、今後もITへの投資は堅調に推移することが期待されます。

　このような状況の中、desknet's NEOにつきましては、クラウド版の新オプションサービスとして会議室予約表示

「RoomMgr（ルーム マネージャー）」を2025年２月に、「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度

（ISMAP）」に基づいた専用クラウド基盤にて提供する「政府セキュリティ評価対応オプション」を2025年６月に提

供開始いたしました。また、契約ユーザー数に応じた容量を標準提供するクラウドストレージ「desknet's ドライ

ブ」を介して大容量ファイルを送信できるクラウド版の新機能「ファイル転送」を搭載したdesknet's NEOバージョ

ン9.0を2025年３月にリリースいたしました。さらに、パッケージ版につきましても「desknet's ドライブ」のオプ

ションライセンスを2025年６月より提供開始いたしました。「ファイル転送」を利用することで、メールでは送り

づらい大容量のファイルも、簡単・安全・確実に送信することが可能となります。

　2025年５月にIT製品比較・レビューサイト「ITreview」が主催する「ITreview Best Software in Japan 2025」

において、当社主力製品であるdesknet's NEO及びAppSuiteがそれぞれTOP100に選出されました。また、2025年６月

にスマートキャンプ株式会社が実施する「BOXIL SaaS AWARD Summer 2025」において当社主力３製品(desknet's

NEO、AppSuite、ChatLuck)が３部門で計11個の賞を受賞したほか、2025年７月には「ITreview」が主催する

「ITreview Grid Award 2025 Summer」においても当社主力３製品がそれぞれ４部門で最高位である「Leader」を受

賞いたしました。desknet's NEOは2019年の受賞以来、今回の受賞で25回連続での受賞となりました。

　2025年３月に経済産業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人 2025（大規模法人部門（ホワイト

500））」に認定されました。「健康経営優良法人」は６年連続、「ホワイト500」は初めての認定となります。

　この他、2025年６月に当社はマレーシア・ジョホール州政府の投資促進機関「Invest Johor（インベスト ジョ

ホール）」と、同州イスカンダル地域への東南アジア・エクセレンスセンター（Southeast Asian Centre of

Excellence）の設立に向けた戦略的協力に関する基本合意を締結いたしました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は3,973,783千円（前年同期比18.0％増）、営業利益は

1,250,207千円（前年同期比47.4％増）、経常利益は1,294,914千円（前年同期比44.4％増）、親会社株主に帰属す

る中間純利益は889,213千円（前年同期比47.6％増）と堅調に推移いたしました。

　当中間連結会計期間におけるセグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

　なお、当中間連結会計期間より業績管理区分を見直したことにより、従来「海外事業」セグメントに含まれてい

た連結子会社DELCUI Inc.の業績を「ソフトウエア事業」セグメントに含める方法に変更しており、前中間連結会計

期間との比較・分析は、変更後の区分に基づいております。
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（ソフトウエア事業）

　ソフトウエア事業は、当社と子会社であるDELCUI Inc.が展開する事業で構成されております。

　売上区分別の状況は以下のとおりであります。
 

 売上区分

前中間連結会計期間
（自　2024年２月１日
　　至　2024年７月31日）

当中間連結会計期間
（自　2025年２月１日
　　至　2025年７月31日）

売上高

（千円）

構成比

（％）

売上高

（千円）

構成比

（％）

増減率

（％）

 クラウドサービス 1,541,880 65.4 2,090,569 70.1 35.6

 プロダクト 777,638 33.0 814,719 27.3 4.8

 技術開発 39,000 1.6 75,600 2.6 93.8

 合計 2,358,518 100.0 2,980,889 100.0 26.4
 

 
① クラウドサービス

　クラウドサービスの主要サービス別の売上は以下のとおりであります。

  

前中間連結会計期間
（自　2024年２月１日
　　至　2024年７月31日）

当中間連結会計期間
（自　2025年２月１日
　　至　2025年７月31日）増減額（千円） 増減率（％）

売上高（千円） 売上高（千円）

 desknet's NEOクラウド
（*1）

1,289,084 1,743,495 454,410 35.3

 AppSuiteクラウド
（*1）

107,531 182,174 74,642 69.4

 ChatLuckクラウド
（*1）

39,868 46,453 6,585 16.5

 その他月額売上 91,154 90,348 △806 △0.9

 月額売上合計 1,527,639 2,062,471 534,832 35.0

 その他役務作業等 14,240 28,097 13,857 97.3

 クラウドサービス合計 1,541,880 2,090,569 548,689 35.6
 

（*1）2024年９月１日より導入いたしましたセットプランにつきましては、価格改定後の既存プラン価格に基づき

各サービスに按分した金額を集計しております。

 
　desknet's NEOクラウド版の売上高は、前年度（2024年９月）の価格改定効果等により前年同期比454,410千円増

加し、1,743,495千円（前年同期比35.3％増）と大幅な増加となりました。当中間連結会計期間の１社当たりの平均

利用ユーザー数は前年同期と同水準の84ユーザーとなっております。また、月平均の解約率（*2)は0.34％となって

おり、価格改定前である前年同期の月平均解約率0.35％とほぼ同水準となっております。今後も引き続き解約率を

低い水準に維持できるよう取り組んでまいります。

　AppSuiteクラウド版の売上高は、利用ユーザー数の増加及び前年度の価格改定効果により前年同期と比較して

74,642千円増加し、182,174千円（前年同期比69.4％増）と大幅な増加となりました。また、前年度（2024年９月）

に導入した、desknet's NEOクラウド版とAppSuiteクラウド版をリーズナブルに同時利用できるセットプランの売上

が堅調に推移したこともあり、当中間連結会計期間末時点においてAppSuiteクラウド版の利用ユーザー数は、

desknet's NEOクラウド版のユーザー数の約17％と前年同期から約５％増加しております。今後も引き続きセットプ

ランの訴求を高め、利用ユーザー数の拡大に努めてまいります。

　ChatLuckクラウド版の売上高は、前年同期と比較して6,585千円増加し、46,453千円（前年同期比16.5％増）とな

りました。売上高全体に占める割合は小さいものの、成長が見込める分野であることから継続的に機能強化に取り

組み、desknet's NEOとの同時利用ユーザー数の拡大に努めてまいります。その他月額売上につきましては、主に主

要サービス以外の個別案件の減少により前年同期と比較して806千円減少し、90,348千円（前年同期比0.9％減）と

なりました。その他役務作業等の売上高につきましては、データ移行サービス等が増加したことにより13,857千円

増加し、28,097千円（前年同期比97.3％増）となりました。

　以上の結果、クラウドサービス全体での売上高は前年同期比548,689千円増加し、2,090,569千円（前年同期比

35.6％増）となりました。

 
(*2)desknet's NEOクラウドのユーザーにおける「当月の解約により減少したMRR(*3)÷前月末のMRR」の当中間連結
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会計期間の平均で算出しております。

(*3)MRR(Monthly Recurring Revenue)は対象月の月末時点における継続課金ユーザーにかかる月額料金、もしくは

年額料金の1/12の合計額で算出しております。

 
② プロダクト

　プロダクト（オンプレミス型ライセンス及び関連役務等）の主要製品別の売上は以下のとおりであります。

  

前中間連結会計期間
（自　2024年２月１日
　　至　2024年７月31日）

当中間連結会計期間
（自　2025年２月１日
　　至　2025年７月31日）増減額（千円） 増減率（％）

売上高（千円） 売上高（千円）

 desknet's NEO 84,822 101,363 16,541 19.5

 AppSuite 38,450 46,480 8,029 20.9

 ChatLuck 18,348 7,025 △11,322 △61.7

 その他ライセンス売上 5,533 4,169 △1,364 △24.7

 ライセンス売上合計 147,154 159,038 11,884 8.1

 サポートサービス 452,860 533,914 81,053 17.9

 カスタマイズ 47,045 32,168 △14,876 △31.6

 その他役務作業等 130,578 89,597 △40,980 △31.4

 プロダクト合計 777,638 814,719 37,081 4.8
 

 
　desknet's NEOライセンスの売上高は、前年同期と比較して1,000ユーザー未満の新規・追加ライセンスが増加し

たことを主な要因として16,541千円増加し、101,363千円（前年同期比19.5％増）となり、堅調に推移しておりま

す。

　AppSuiteライセンス及びChatLuckライセンスにつきましては、desknet's NEOライセンスとの同時購入されること

が多い傾向にあります。AppSuiteライセンスの売上高は、前年同期と比較して1,000ユーザー未満の新規ライセンス

が大幅に増加したことを主な要因として8,029千円増加し、46,480千円（前年同期比20.9％増）となり、堅調に推移

しております。また、ChatLuckライセンスの売上高は、前年同期と比較して1,000ユーザー以上の新規ライセンスが

減少したことを主な要因として11,322千円減少し、7,025千円（前年同期比61.7％減）となりましたが、おおむね当

初の計画通りに推移しております。

　サポートサービスの売上高は、前年同期比81,053千円増加し、533,914千円（前年同期比17.9％増）となりまし

た。これは主に、desknet's NEOのサポートサービスの売上高が前年同期比67,388千円増加し、439,010千円（前年

同期比18.1％増）となったことによるものであります。また、カスタマイズの売上高は、前年同期と比較して中規

模な案件が減少したことを主な要因として14,876千円減少し、32,168千円（前年同期比31.6％減）となりました。

その他役務作業等の売上高は、他社製品であるID統合管理システムの販売及び役務作業の減少を主な要因として、

40,980千円減少し89,597千円（前年同期比31.4％減）となりました。

　以上の結果、プロダクト全体での売上高は前年同期比37,081千円増加し、814,719千円（前年同期比4.8％増）と

なりました。

 
③ 技術開発

　技術開発につきましては、積極的に受託開発を行う方針ではありませんが、主に従来からの継続案件の売上増加

により、売上高は前年同期比36,600千円増加し、75,600千円（前年同期比93.8％増）となりました。

 
　以上の結果、ソフトウエア事業の売上高は2,980,889千円（前年同期比26.4％増）、セグメント利益は1,262,457

千円（前年同期比47.2％増）となりました。
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（システム開発サービス事業）

　システム開発サービス事業は、子会社である株式会社Pro-SPIREが展開する事業で構成されており、同社が長年

培ってきたクラウドインテグレーション、システムインテグレーションのノウハウを基礎に技術者の育成を図り、

先端技術を活用し新たな顧客ニーズを満たすシステムエンジニアリングサービスを主に提供しております。

　当中間連結会計期間の売上高は、既存取引先のプロジェクト規模縮小などにより前年同期と比較して39,987千円

減少し963,052千円となりました。売上原価は人員増に伴い人件費が増加した一方、外注費を削減したことなどによ

り全体で47,466千円減少いたしました。また、販売費及び一般管理費は、人件費等の増加により前年同期比9,275千

円増加いたしました。

　以上の結果、システム開発サービス事業の売上高は963,052千円（前年同期比4.0％減）、セグメント利益は

29,120千円（前年同期比5.8％減）となりました。

 

（海外事業）

　海外事業は、ASEAN地域の海外子会社３社の事業で構成されており、現地企業向けにdesknet's NEO及びAppSuite

のクラウドサービスの提供を中心に行っております。

　当中間連結会計期間の売上高は、営業人員の育成による営業力強化、展示会への出展による認知度向上、販売代

理店の開拓等に努めてきた結果、前年同期と比較して22,786千円増加し36,428千円となりました。前期設立した

フィリピン子会社については、当初計画を下回っておりますが、マネジメント体制の見直しを含め現地企業への浸

透に注力してまいります。

　以上の結果、海外事業の売上高は36,428千円（前年同期比167.0％増）、セグメント損失は41,420千円（前年同期

はセグメント損失41,715千円）となりました。

 
（２）財政状態の分析

（資産）

　当中間連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末より608,715千円増加し、9,849,077千円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が601,641千円増加した他、提携サービスに係る前払利用料の増加を主な要因として

流動資産その他が61,413千円増加した一方で、売掛金及び契約資産が46,125千円減少したことによるものでありま

す。

 
（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は前連結会計年度末より86,911千円増加し、3,013,386千円となりまし

た。これは主に、クラウドサービス等の契約負債が200,492千円増加した一方で、未払消費税等が45,448千円減少し

たことを主な要因として流動負債その他が55,040千円減少したことに加え、未払法人税等が33,599千円減少したこ

と、及び賞与引当金が27,825千円減少したことによるものであります。

 
（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は前連結会計年度末より521,804千円増加し、6,835,691千円となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する中間純利益が889,213千円計上された一方で、363,843千円の剰余金の配

当を実施したことにより利益剰余金が525,369千円増加したことによるものであります。
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　（３）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して

606,272千円増加し、5,985,933千円となりました。

 
　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は1,173,393千円となりました。これは主に、税金等調整前中間純利益の計上

1,294,914千円、契約負債の増加200,419千円及び減価償却費の計上164,294千円により資金が増加した一方で、法人

税等の支払439,295千円により資金が減少したことによるものであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は188,713千円となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出136,771

千円及び有形固定資産の取得による支出66,281千円により資金が減少したことによるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は362,994千円となりました。これは主に、配当金の支払363,693千円によるもので

あります。

 
　（４）研究開発活動

　当中間連結会計期間における研究開発費の総額は、2,470千円となっております。なお、当中間連結会計期間にお

ける当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

 当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 38,400,000

計 38,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年９月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,086,400 14,087,600
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株でありま
す。

計 14,086,400 14,087,600 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2025年９月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年２月１日～
2025年７月31日
(注)

13,200 14,086,400 1,075 298,922 1,075 288,922

 

(注) 新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

  2025年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社プロシードゥス
神奈川県横浜市青葉区あざみ野南３丁目17番
３号

5,200 37.09

大坪　克也 神奈川県横浜市都筑区 1,368 9.76

齋藤　晶議
（戸籍名：齊藤　章浩） 

神奈川県横浜市青葉区 1,241 8.86

松倉　二美 神奈川県横浜市神奈川区 991 7.07

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番1号 761 5.43

JAPAN ABSOLUTE VALUE FUND
 (常任代理人　立花証券株式会
社)

MOURANT GOVERNANCE SERVICES (CAYMAN)
LIMITED P.O BOX 1348 94 SOLARIS AVENUE
CAMANA BAY GRAND CAYMAN KY1-1108 CAYMAN
ISLANDS
（東京都中央区日本橋茅場町１丁目13番14
号）

391 2.79

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目8番12号 318 2.27

ネオジャパン従業員持株会
神奈川県横浜市西区みなとみらい２丁目２番
１号　横浜ランドマークタワー10階

185 1.32

後藤　健 神奈川県横浜市都筑区 165 1.17

高稲　伸一 神奈川県横浜市都筑区 147 1.04

計 － 10,770 76.84
 

(注)  上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 761千株
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 318千株

 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 69,600
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

140,088 ―
14,008,800

単元未満株式
普通株式

― ―
8,000

発行済株式総数 14,086,400 ― ―

総株主の議決権 ― 140,088 ―
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② 【自己株式等】

2025年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ネオジャパン

神奈川県横浜市西区みなとみ
らい２丁目２番１号 横浜ラ
ンドマークタワー10階

69,600 － 69,600 0.49

計 ― 69,600 － 69,600 0.49
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ネオジャパン(E31902)

半期報告書

10/26



第４ 【経理の状況】

 

１  中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号)

に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24 条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年２月１日から2025年７月31

日まで)に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(2025年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,396,914 5,998,555

  売掛金及び契約資産 904,740 858,614

  有価証券 154,052 162,283

  貯蔵品 2,687 2,238

  その他 113,322 174,735

  貸倒引当金 △1,594 △4,165

  流動資産合計 6,570,121 7,192,262

 固定資産   

  有形固定資産 89,200 104,736

  無形固定資産   

   のれん 64,545 57,630

   その他 325,364 307,075

   無形固定資産合計 389,910 364,705

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,540,928 1,518,349

   その他 650,560 669,657

   貸倒引当金 △359 △633

   投資その他の資産合計 2,191,129 2,187,373

  固定資産合計 2,670,240 2,656,815

 資産合計 9,240,361 9,849,077
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(2025年７月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 152,397 149,111

  未払法人税等 458,844 425,244

  契約負債 1,301,743 1,502,235

  賞与引当金 142,395 114,569

  その他 459,398 404,357

  流動負債合計 2,514,779 2,595,519

 固定負債   

  退職給付に係る負債 384,159 390,306

  その他 27,535 27,559

  固定負債合計 411,695 417,866

 負債合計 2,926,474 3,013,386

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 297,846 298,922

  資本剰余金 287,846 293,440

  利益剰余金 5,699,099 6,224,469

  自己株式 △87,561 △75,479

  株主資本合計 6,197,231 6,741,352

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 96,149 79,177

  為替換算調整勘定 13,222 7,878

  その他の包括利益累計額合計 109,372 87,055

 非支配株主持分 7,282 7,282

 純資産合計 6,313,886 6,835,691

負債純資産合計 9,240,361 9,849,077
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
　至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
　至 2025年７月31日)

売上高 3,366,193 3,973,783

売上原価 1,500,397 1,682,810

売上総利益 1,865,795 2,290,973

販売費及び一般管理費 ※1  1,017,880 ※1  1,040,766

営業利益 847,915 1,250,207

営業外収益   

 受取利息 34,842 33,265

 有価証券売却益 3,904 -

 為替差益 5,901 -

 その他 8,034 19,785

 営業外収益合計 52,683 53,051

営業外費用   

 支払利息 18 48

 投資事業組合運用損 1,397 -

 創立費 2,513 -

 為替差損 - 6,056

 株式報酬費用消滅損 - 1,739

 その他 109 498

 営業外費用合計 4,039 8,343

経常利益 896,559 1,294,914

税金等調整前中間純利益 896,559 1,294,914

法人税等 294,187 405,701

中間純利益 602,371 889,213

親会社株主に帰属する中間純利益 602,371 889,213
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
　至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
　至 2025年７月31日)

中間純利益 602,371 889,213

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 30,997 △16,971

 為替換算調整勘定 △1,816 △5,344

 その他の包括利益合計 29,181 △22,316

中間包括利益 631,552 866,896

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 631,552 866,896
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
　至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
　至 2025年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 896,559 1,294,914

 減価償却費 120,706 164,294

 のれん償却額 6,915 6,915

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 184 2,757

 賞与引当金の増減額（△は減少） △9,959 △27,825

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,154 6,147

 受取利息及び受取配当金 △34,842 △33,265

 支払利息 18 48

 為替差損益（△は益） △5,757 4,747

 有価証券売却損益（△は益） △3,904 -

 投資事業組合運用損益（△は益） 1,397 △9,767

 売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △21,373 46,347

 棚卸資産の増減額（△は増加） 232 448

 前払費用の増減額（△は増加） △13,950 △56,650

 仕入債務の増減額（△は減少） △718 △3,286

 未払金の増減額（△は減少） △16,991 14,733

 未払費用の増減額（△は減少） 13,276 10,711

 未払消費税等の増減額（△は減少） 18,218 △49,700

 預り金の増減額（△は減少） 12,248 13,048

 契約負債の増減額（△は減少） 185,133 200,419

 その他 595 77

 小計 1,150,141 1,585,115

 利息及び配当金の受取額 23,360 27,854

 利息の支払額 △18 △280

 法人税等の支払額 △236,211 △439,295

 営業活動によるキャッシュ・フロー 937,271 1,173,393

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,182 △66,281

 有形固定資産の売却による収入 128 -

 無形固定資産の取得による支出 △149,798 △136,771

 投資有価証券の取得による支出 △537,499 -

 投資有価証券の売却による収入 371,511 -

 投資事業組合からの分配による収入 7,500 20,000

 定期預金の預入による支出 △3,600 △3,600

 敷金及び保証金の差入による支出 △41,240 △450

 保険積立金の積立による支出 △7,748 △7,817

 保険積立金の払戻による収入 1,275 6,604

 その他 △587 △397

 投資活動によるキャッシュ・フロー △361,243 △188,713
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           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
　至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
　至 2025年７月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による収入 586 2,151

 自己株式の取得による支出 △951,199 -

 配当金の支払額 △341,023 △363,693

 その他 △594 △1,452

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,292,231 △362,994

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,233 △15,412

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △707,969 606,272

現金及び現金同等物の期首残高 5,240,215 5,379,660

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１  4,532,245 ※１  5,985,933
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 2022年10月28日)、「包括利益の表示

に関する会計基準」(企業会計基準第25号 2022年10月28日)及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日)を当中間連結会計期間の期首から適用しております。なお、当該

会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

 

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

 税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。

 

(中間連結損益計算書関係)

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

 
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

給料及び手当 267,887千円 292,063千円

賞与引当金繰入額 43,230 〃 48,537　〃

退職給付費用 7,209 〃 10,921　〃

貸倒引当金繰入額 184 〃 2,787　〃

広告宣伝費 153,572 〃 169,661 〃

研究開発費 36,414 〃 2,470　〃
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

現金及び預金 4,561,532千円 5,998,555千円

有価証券 138,415 〃 162,283　〃

小計 4,699,948千円 6,160,838千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △167,702 〃 △174,905　〃

現金及び現金同等物 4,532,245千円 5,985,933千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2024年２月１日 至 2024年７月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月26日
定時株主総会

普通株式 341,072 23.0 2024年１月31日 2024年４月30日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年９月11日
取締役会

普通株式 195,849 14.0 2024年７月31日 2024年10月４日 利益剰余金
 

 

 
３ 株主資本の著しい変動

当社は、2024年３月13日開催の取締役会決議に基づき、2024年３月14日付で自己株式850,000株の取得を行って

おります。また、2024年５月30日開催の取締役会決議に基づき、2024年７月31日付で、自己株式850,000株の消却

を実施しております。なお、自己株式の消却により、その他資本剰余金の残高が負の値となったため、その他資

本剰余金を零とし、当該負の値を利益剰余金から減額しております。

これらの結果等により、当中間連結会計期間においてその他資本剰余金、繰越利益剰余金及び自己株式がそれ

ぞれ49,965千円、884,184千円、934,150千円減少し、当中間連結会計期間末において、資本剰余金は287,455千

円、利益剰余金は5,083,210千円、自己株式は87,481千円となっております。

 
当中間連結会計期間(自 2025年２月１日 至 2025年７月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年４月25日
定時株主総会

普通株式 363,843 26.0 2025年１月31日 2025年４月28日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年９月12日
取締役会

普通株式 294,350 21.0 2025年７月31日 2025年10月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自 2024年２月１日　至 2024年７月31日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
 （注１）

中間連結損益
計算書計上額
（注２）

ソフトウエア
事業

システム開発
サービス事業

海外事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,355,811 996,740 13,641 3,366,193 － 3,366,193

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,707 6,300 － 9,007 △9,007 －

計 2,358,518 1,003,040 13,641 3,375,200 △9,007 3,366,193

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

857,621 30,917 △41,715 846,824 1,090 847,915
 

(注) １．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額1,090千円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ　当中間連結会計期間(自 2025年２月１日　至 2025年７月31日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
 （注１）

中間連結損益
計算書計上額
（注２）

ソフトウエア
事業

システム開発
サービス事業

海外事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,975,744 961,611 36,428 3,973,783 － 3,973,783

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5,145 1,441 － 6,586 △6,586 －

計 2,980,889 963,052 36,428 3,980,370 △6,586 3,973,783

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

1,262,457 29,120 △41,420 1,250,157 49 1,250,207
 

(注) １．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額49千円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当中間連結会計期間より、業績管理区分を見直したことにより、従来「海外事業」セグメントに含まれていた

連結子会社DELCUI Inc.の業績を「ソフトウエア事業」セグメントに含める方法に変更しております。

　なお、前中間連結会計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載しており

ます。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2024年２月１日 至　2024年７月31日）

 
  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
ソフトウエア
事業

システム開発
サービス事業

海外事業

ストック収益（注１） 1,980,950 941,607 10,628 2,933,186

フロー収益（注２） 374,861 55,132 3,012 433,006

顧客との契約から生じる収益 2,355,811 996,740 13,641 3,366,193

外部顧客への売上高 2,355,811 996,740 13,641 3,366,193
 

（注）１．ストック収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業
クラウドサービス提供による利用料、パッケージソフト
のサポートサービス料、ASPライセンス料等の収益

一定の期間

システム開発サービス事業
同一の取引先に対して、各決算期末の直前12か月以上継
続して売上を計上している準委任契約、派遣契約（契約
更新により12か月以上のものを含む）による収益

一定の期間

 

２．フロー収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業

パッケージ製品のライセンス料の収益 一時点

製品カスタマイズなど請負契約、製品インストール作
業・データ移行作業・教育等の役務作業による収益

一定の期間

システム開発サービス事業
ストック収益に該当しない準委任契約、派遣契約及び請
負契約による収益

一定の期間
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当中間連結会計期間（自　2025年２月１日 至　2025年７月31日）

 
  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
ソフトウエア
事業

システム開発
サービス事業

海外事業

ストック収益（注１） 2,594,769 924,695 20,478 3,539,943

フロー収益（注２） 380,974 36,916 15,949 433,840

顧客との契約から生じる収益 2,975,744 961,611 36,428 3,973,783

外部顧客への売上高 2,975,744 961,611 36,428 3,973,783
 

（注）１．ストック収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業
クラウドサービス提供による利用料、パッケージソフト
のサポートサービス料、ASPライセンス料等の収益

一定の期間

システム開発サービス事業
同一の取引先に対して、各決算期末の直前12か月以上継
続して売上を計上している準委任契約、派遣契約（契約
更新により12か月以上のものを含む）による収益

一定の期間

 

２．フロー収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業

パッケージ製品のライセンス料の収益 一時点

製品カスタマイズなど請負契約、製品インストール作
業・データ移行作業・教育等の役務作業による収益

一定の期間

システム開発サービス事業
ストック収益に該当しない準委任契約、派遣契約及び請
負契約による収益

一定の期間
 

３．当中間連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しており、前中間連結会計期間について変

更後の区分方法により作成したものを記載しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　中間連結

財務諸表　注記事項　(セグメント情報等)２.報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおりで

あります。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

(1) １株当たり中間純利益 42円49銭 63円53銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 602,371 889,213

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(千円)

602,371 889,213

 普通株式の期中平均株式数(株) 14,177,738 13,997,567

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 42円40銭 63円42銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する中間純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数(株) 30,611 23,287

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

 
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第34期（2025年2月１日から2026年１月31日まで）中間配当について、2025年９月12日開催の取締役会において、

2025年７月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                             　294,350千円

②　１株当たりの金額      　                     21円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　2025年10月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年９月12日

株式会社ネオジャパン

取締役会  御中

 
有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴 木 　専 行  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 瀧 浦  晶 平  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ネオ

ジャパンの2025年２月１日から2026年１月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年２月１日から2025年７

月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社ネオジャパン及び連結子会社の2025年７月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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